
                                         
高等学校 

外国語（英語） 

重点１ 複数の領域を結びつけた統合的な言語活動を通

してコミュニケーション能力の育成を図る 

□ 授業を実際のコミュニケーションの場面と捉え，生徒の言語活

動を豊富に設定するとともに，授業は英語で行うことを基本と

している。 

□ 聞いたり読んだりした内容について，自分の考えや気持ち，意見

や感想等を論理性に注意しながら，話したり書いたりして伝え

合う言語活動を行っている。 

【☞ポイント】 

 生徒が伝えたい，聞きたい，知りたいと感じる内容や場面を設定

し，必然性のあるコミュニケーションが生まれる言語活動を工夫

することが大切です。 

 

重点２ 語彙や文構造は，意味のある文脈での言語活動 

    の中で繰り返し活用することで定着を図る 

□ 知識としての学習と実際の使用のサイクルを何度も繰り返す中

で，コミュニケーションを図る資質・能力を育成している。 

□ コミュニケーションを行う目的や場面，状況等を設定した上で，

実際のコミュニケーション場面における文法事項の活用の必然

性に生徒が気付くような指導を行っている。 

【☞ポイント】 

簡易なものから複雑なものへ，ペアやグループから全体へと段階

を踏んだ指導を行うことが大切です。 

 

重点３ 主体的・自律的な学習者を育てる 

□ 学んだことを使って積極的にコミュニケーションを図ろうとす

る態度の育成と言語活動を行いやすい授業の雰囲気づくりに努

めている。 

□ 「話すこと」や「書くこと」において，生徒が自ら構造などを分

析して活用できるようなモデルとなる文章例を示している。 

□ 授業以外の場面においても，生徒が自主的に外国語を身に付け

ようとするための支援を行っている。 

【☞ポイント】 

  生徒自らが見通しを立てて学習に取り組んだり，学習のまとめを行

ったり，振り返りを行ったりできるよう促す指導が大切です。 

◎ 外国語による実際のコミュニケーションにおいて，

目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる知

識及び技能を身に付けている。 

◎ 外国語を聞いたり読んだりして情報や考えなどを

的確に理解するとともに，理解した情報や考えなど

をもとに適切な語彙や表現を用いて論理性に留意

しながら表現したり伝え合ったりすることができ

る。 

◎ 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，他者

に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いて

コミュニケーションを図ろうとする態度を身に付

けている。 

 

 

 

〇小中学校外国語教育講座 

６月23日（金） 島根県教育センター 

          浜田教育センター 

〇新学習指導要領実施のための高等学校外国語科 

授業改善研修 

   10月27日（金） 島根県教育センター 

11月 ６日（月） 島根県教育センター 

〇外国語指導助手（ALT）の指導力等向上研修 

２月 ９日（金） 出雲合同庁舎 

中学校 

外国語（英語） 

重点１ 指導と評価の一体化を図る 

□ 「CAN-DO リスト形式による学年ごとの学習到達目標」をもと

に，「英語を使って何ができるようになるか」（単元を通して付

けたい力）を明確にし，単元ゴールの生徒の姿をイメージして

１時間１時間の授業を組み立てている。 

□ 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資

料』を踏まえ，学習評価の考え方について理解している。 

□ 授業で行った言語活動と同程度の初出の英文等を用いたパフ

ォーマンステストを実施し，指導と評価の一体化とその改善

を図っている。 

【☞ポイント】 

 単元ゴールにおける生徒の姿をイメージし，「指導と評価の計

画」に基づきながら授業を行い，指導したことを評価します。 

 

重点２ 目的意識や相手意識のある言語活動を繰り

返し行い，コミュニケーション能力の育成を

図る 

□ コミュニケーションを行う目的や場面，状況を明確に設定し，

生徒が互いの考えや気持ちを伝え合う言語活動を，単元を通

して繰り返し行っている。 

□ 関心のある事柄から日常的な話題や社会的な話題まで取り上

げながら言語活動を行っている。 

□ 言語活動を行う際は，言語材料について理解したり練習した

りするための指導を必要に応じて行っている。 

□ 聞いたり読んだりした内容について，自分の考えや気持ち，意

見や感想を話したり書いたりして伝え合う領域統合型の（複

数の領域を統合した）言語活動を行っている。 

【☞ポイント】 

生徒が聞きたい，知りたい，伝えたいと感じる内容や場面を設

定し，必然性のあるコミュニケーションが生まれる言語活動

となるよう工夫することが大切です。 

 

重点３ 生涯にわたる様々な場面において，外国語で

コミュニケーションを図ることができる力

を身に付けるために小・中・高の学びを円滑

に接続させる 

□ 小学校学習指導要領における外国語活動及び外国語科の目標

と内容を理解している。 

□ 校区の小学校や地域の高等学校に対し，積極的に連携を働きか

け，「情報交換」「授業交流」「カリキュラム連携」を行っている。 

【☞ポイント】 

特に，小学校段階で学んだ簡単な語句や基本的な表現などの

学習内容については，言語活動において具体的な課題等を設

定するなどして，意味のある文脈の中でのコミュニケーショ

ンを通して繰り返し活用し定着を図ることができるように指

導することが大切です。 

小学校 

外国語活動・外国語（英語） 

重点１ 指導と評価の一体化を図る 

□ 「英語を使って何ができるようになるか」（単元を通して付け

たい力）を明確にし，単元ゴールの児童の姿をイメージして１

時間１時間の授業を組み立てている。 

□ 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』

を踏まえ，学習評価の考え方について理解している。 

□ 公開授業を伴う校内研修を通して，指導方法や単元計画， 学

習評価について，教師間で共通理解を図りながら指導と評価

の一体化とその改善を図っている。 

【☞ポイント】 

単元ゴールにおける児童の姿をイメージし，「指導と評価の計

画」に基づきながら授業を行い，指導したことを評価します。 

 

 

重点２ 目的意識や相手意識のある言語活動を繰り

返し行い，コミュニケーション能力の育成を

図る 

□ コミュニケーションを行う目的や場面，状況を明確に設定し，

児童が互いの考えや気持ちを伝え合う言語活動を，単元を通

して繰り返し行っている。 

□ 外国語活動では，外国語に慣れ親しむ活動として，チャンツや

歌などの楽しみながらできる活動に加え，聞く・話す必然性の

ある活動を取り入れ，児童が自ら考え選択する場面を設定し

ている。 

□ 外国語科では，会話の継続と既習事項の定着のために帯活動

としてSmall Talkを計画的に行っている。 

【☞ポイント】 

児童が聞きたい，知りたい，伝えたいと感じる内容や場面を設

定し，必然性のあるコミュニケーションが生まれる言語活動

となるよう工夫することが大切です。 

 

 

重点３ 生涯にわたる様々な場面において，外国語で

コミュニケーションを図ることができる力

を身に付けるために小・中・高の学びを円滑

に接続させる 

□ 学習指導要領における外国語活動及び外国語科の目標と内容

について理解している。 

□ 「情報交換」「授業交流」「カリキュラム連携」の視点で中学校

との連携を進めている。 

【☞ポイント】 

授業者は学習者のモデルとして，積極的に英語を用いて授業

を進めるとともに，読んだり，書いたりする際には，音声で十

分慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を扱うことと

し，児童の負担にならないように配慮することが大切です。 

小・中・高を通じて身に付けさせたい 

資質・能力（目指す子どもの姿） 

◯学習指導案等を下記Webサイトに掲載していますので

参考にしてください。 

 URL： http://eio-shimane.jp/class-making/junior-  

high-school/jr-Foreign/                

  

研修等について 

ICT，学習者用デジタル教科書の活用について 
 令和４年度より，全ての小・中学校を対象に英語のデジタル教科

書が配付されています。デジタル教科書やICTの活用は，児童生徒

の興味・関心をより高め，指導の効率化や言語活動の更なる充実を

図る外国語科における指導にとって大切な役目を果たします。活用

する際には、「言語活動を中心とした単元の中でどのように使うか」

「児童生徒の変容につながっているか」など，資質・能力の育成に

つながるよう指導することが大切です。 

高等学校 

外国語（英語） 

重点１ 指導と評価の一体化を図る 

□ 「CAN-DO リスト形式による学年ごとの学習到達目標」をもと

に，「英語を使って何ができるようになるか」（単元を通して付

けたい力）を明確にし，単元ゴールの生徒の姿をイメージして

１時間１時間の授業を組み立てている。 

□ 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資

料』を踏まえ，学習評価の考え方について理解している。 

□ 授業で行った言語活動と単元内容に関連付けた初出の英文等

を用いたパフォーマンステストを実施し，指導と評価の一体

化とその改善を図っている。 

【☞ポイント】 

 単元ゴールにおける生徒の姿をイメージし，「指導と評価の計

画」に基づきながら授業を行い，指導したことを評価します。 

 

重点２ 目的意識や相手意識のある言語活動を繰り

返し行い，コミュニケーション能力の育成を

図る 

□ コミュニケーションを行う目的や場面，状況を明確に設定し，

生徒が互いの考えや気持ちを伝え合う言語活動を，単元を通

して繰り返し行っている。 

□ 日常的な話題や社会的な話題を取り上げながら言語活動を行

っている。 

□ 言語活動を行う際は，言語材料について理解したり練習した

りするための指導を必要に応じて行っている。 

□ 聞いたり読んだりした内容について，自分の考えや気持ち，意

見や感想を話したり書いたりして伝え合う領域統合型の（複

数の領域を統合した）言語活動を行っている。 

【☞ポイント】 

生徒が聞きたい，知りたい，伝えたいと感じる内容や場面を設

定し，必然性のあるコミュニケーションが生まれる言語活動と

なるよう工夫することが大切です。 

 

重点３ 生涯にわたる様々な場面において，外国語で

コミュニケーションを図ることができる力を

身に付けるために小・中・高の学びを円滑に

接続させる 

□ 小学校学習指導要領における外国語活動及び外国語科の目標

と内容や，中学校学習指導要領における外国語科の目標と内容

を理解している。 

□ 同一地域内の小学校や中学校に対し，積極的に連携を働きか

け，「情報交換」「授業交流」「カリキュラム連携」を行っている。 

【☞ポイント】 

高等学校での学びを円滑に進めていくことができるように，中

学校段階で学んだ語句や基本的な表現などの学習内容につい

て，言語活動において具体的な課題等を設定するなどして，意

味のある文脈の中でのコミュニケーションを通して，繰り返し

活用して定着を図りながら，指導することが大切です。 

http://eio-shimane.jp/class-making/junior-　　high-school/jr-Foreign/
http://eio-shimane.jp/class-making/junior-　　high-school/jr-Foreign/

